
令和２年１２月３日付 市議会モニター：藤永幸成 

 

モニターからの意見 議会の考えと対応 

 

１１月２６日の議会運営委員会を拝聴して思ったこと 

１．山陽小野田市議会基本条例について 

ア．山陽小野田市議会基本条例（以下、「基本条例」という。）中には、山陽小野田市（地

方公共団体）の執行機関に対する監視する機能や執行機関と相互にけん制し合う機能に

ついての明文が見当たらないと思いますが、いかがでしょうか。 

 

イ．第９条に定める「政策討論会」について、出席委員の皆様の共通認識として、当該協

議が長期間にわたって実施されていないとするものでしたが、普段の委員会協議や本会

議での討議は、これに類するものではないのですか。 

 

 

 

ウ．第９条１項中に規定される「共通認識…図り」とは、どのような事象を指すのでしょ

うか。 

政策討論会の場において「共通認識」が必要なのでしょうか。 

 

２．市議会や各種委員会について 

前１．アに記述しました「執行機関に対する監視やけん制機能」について、十分に発揮

できているとの共通認識を共有されているのでしょうか。 

議会運営委員会を公開していることは、執行機関に対して持つべき緊張感を放棄されて

いるように思いますが、いかがでしょうか。 

相手に手の内を公開すれば、相手は楽勝だと思います。 

 

３．議会等の質問時間について 

議会等の質問時間について、午前中の時間を１２時から１２時２０分まで延長すべきと

 

 

 

前文に明記しています。また、前文を具

現化する内容を条文に含んでいます。 

 

 

第９条で指す政策討論会は、会派にあっ

ては会派代表者が、会派に属さない者にあ

ってはその者が議長に議題を申し入れて

実施されるもので、本会議や委員会での討

議とは違うものです。 

 

 政策討論会の趣旨である政策立案や政

策提言を推進するためには、共通認識が必

要と考えます。 

 

議会運営委員会の趣旨上、議長の諮問事

項を審議することが主であり、公開するこ

とが執行機関に対して緊張感を放棄して

いることにはならないと考えます。 

 

 

 

現在、アの方法で運用しています。 

 



の意見について、質問が途中で途切れることに対する傍聴者からの苦情を一因に掲げ、半

ば強行的に外部委員の意見を排除し、２０分の延長を決定されたように拝聴しました。 

  これに関しまして、次の意見を述べさせていただきます。 

 

 ア．質問が途中で途切れないための方策として、昼休憩を挟まず質問を継続されてはいか

がでしょうか。 

 イ．質問時間の延長に伴う対応として、関係する一般職員全員に対し、対価支給若しくは

休暇付与を立法制度化する。 

 ウ．ごく一部の苦情により、多数の関係者に不利益を被らせる可能性がある規定は意味を

持たないので、全て廃止されてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年１２月１０日付 市議会モニター：樋口晋也 

 

モニターからの意見 議会の考えと対応 

 

  意見と質問 

前々から、「議員活動」と「議会活動」の違いが分かりにくく感じています。 

即ち「議員」と「議会人」の違いです。 

これを踏まえてモニター活動をしなければならないと考えていますが、よく分かりませ

ん。 

議員皆さんの共通認識として、いかなるものか教えてください。 

 

 

議会人とは組織の中の一人のことであ

り、議員とは個人一人のことであると考

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年１月２６日付 市議会モニター：樋口晋也 

                            

モニターからの意見 議会の考えと対応 

 

１．一般質問時のマスク適用除外について 

  昨年１２月定例会より、議場も完成して、コロナ対策も取られた中での一般質問でした

が、マスクを着用しての声が聞き取りにくい場面が何度もありました。 

  当然、健康被害を及ぼす可能性が高くなるのであれば問題ですが、いかがでしょうか。 

  議員の発言は、私たち市民になじみのない言葉も多く、ちょっとしたことで理解できな

い場面がありますし、しゃべり方がもともと聞き取りにくい方もいらっしゃいますので、

御検討ください。 

 

２．政策討論会の開催について 

  長い期間政策討論会が開催されておりませんが、２２名の議員の皆さんは、政策が全て

一致しているのでしょうか。言論の府と言いながら、この開催が定期的に実行されないの

は、議員の怠慢と受け取られかねません。 

  先般「日本国旗掲揚について」が最後だったでしょうか。これにしても「十分な」議論

がなされていたでしょうか。 

  開催方法が委員会提案なのか、議運提案なのか、複数名の議員提案なのか、内容の決定

方法は様々ですが、その動きが見えないことは残念でなりません。御検討ください。 

 

３．会派の意味について 

  山陽小野田市議会における「会派」の存在理由、その必要性について、その定義を教え

てください。 

  また、現行会派のその主張もホームページに掲載することで、市民にも議会におけるそ

れぞれの会派の基本的主張が分かり、まさに開かれた議会を一歩前進させることにつな

がるのではないでしょうか。御検討ください。 

 

 

コロナ対策は重要と考え、マスク着用

は維持したいと考えます。 

マスク着用とした場合でも、相手に聞

き取りやすいように、はっきり発言する

ように気を付けていきます。 

 

 

 

最近、政策討論会を行っていません。

今のままでは政策立案に至らないため、

どのような方法があるか考えていきま

す。 

 

 

 

 

 

会派は、政策を中心に同一の理念を共

有して、政策立案及び政策提言に資する

ものです。 

掲載については、貴重な御意見として

承ります。 

 



令和３年１月２６日付 市議会モニター：樋口晋也 

                            

モニターからの意見 議会の考えと対応 

 

  広聴委員会を見て 

 １月２６日の広聴特別委員会で「お知らせ」として、職務以外の意見は掲載しない旨の案

内が出されることが決定されました。これはただ単に委員長の指導力不足を露呈するもの

で、今さら全員に知らせるのは情けないと考えます。最初に説明していることです。議会の

ルールをルールとして、毅然と対応することが議会として求められていると考えるが、いか

がか。 

 

 

新しい市議会モニターから強い要請が

あり、より丁寧な対応をさせていただき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年１月２８日付 市議会モニター：樋口晋也 

 

モニターからの意見 議会の考えと対応 

 

  モニター意見の配布について 

 モニター意見の取扱いは機関決定され、その手順によって進められております。そのこと

に異議はありませんが、提出のタイミングにもよりますが、モニターの意見が提出されてか

ら、議員各位に配布されるまでにタイムラグが発生しているようです。 

 モニター意見の配布については、議員に対して随時渡されるようなルールが良いのでは

ないでしょうか。 

 

 その理由として 

１．まとめてモニターの意見を受け取った場合、数が多いときにしっかりと読めないことが

あり得ること。 

２．委員会を見ての意見などは、議員が記憶のある間に読んでいただくことで、より理解が

深まる可能性が強いこと 

３．モニターの意見についての検討には一定の時間が掛かります。これはしようがないこと

ですが、内容によっては速やかに検討を要するものや、議会として実行できることもあるか

もしれません。そういった情報を取りこぼさないためにも、タイムリーな周知を行う必要性

があるのではないか。 

 

 

貴重な御意見ありがとうございます。 

今後は、モニターの意見を随時、全議員

に配布します。 

 


